








A 東京における成績

　昭和 49 年度より学校保健法が一部改正され,小児の潜在性腎疾患の発見を目

的とした早朝尿の検査が,児童.生徒に義務づけられた。北川らは,その尿を利

用して,昭和 49 年度より約 22 万人の学童・生徒の尿糖を検査し,その成績は一

昨年,および昨年度の研究業績として報告した。


